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Abstract
　Argulus coregoni Thorell, 1864 was collected from 
two species of fishes in small mountain streams in 
Akita Prefecture, northern Honshu, Japan. The infected 
fishes are ayu Plecoglossus altivelis altivelis 
(Temminck and Schlegel, 1846) (Plecoglossidae) from 
the Nukazawa River and stream-resident masu salmon 
Oncorhynchus masou masou  (Brevoort,  1856) 
(Salmonidae) in the Bussha Stream. These collections 
are the second records of A. coregoni from ayu and 
river-resident masu salmon, respectively, in Akita 
Prefecture. Both the Nukazawa River and the Bussha 
Stream belong to the Yoneshiro River system and 
represent new collection localities for A. coregoni. The 
collected specimens of the species are briefly described 
and particularly characterized by the presence of four 
or five plumose setae on the posterior margin of the 
coxa in the first legs. This feature is useful to 
distinguish A. coregoni from a morphologically similar 
species, Argulus japonicus Thiele, 1900, which also 
occurs in Akita Prefecture and has only one plumose 
seta on the coxa of the first legs.

はじめに
チョウ属エラオ類は，淡水魚や海水魚に外部

寄生する甲殻類である（長澤，2009; Nagasawa, 

2011）．わが国の野生淡水魚からは，これまでに

3種（チョウ Argulus japonicus Thiele, 1900，チョ

ウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864，モウコ

チョウ Argulus mongolianus Tokioka, 1939）が報告

されている（Nagasawa et al., 2022b）．本論文の第

一筆者は，わが国の淡水魚に寄生するチョウ属エ

ラオ類の地理的分布と宿主利用の実態を明らかに

するため，2000年代から日本各地で調査を行っ

てきた．とりわけ東北地方における知見が少な

かったことから，地域の研究者の協力を得て，エ

ラオ類の標本を入手して種同定を行い，この地方

における知見を集積してきた．その結果，これま

でにチョウが宮城県，秋田県，青森県の 3県

（Nagasawa et al., 2022b, in press; 長 澤 ほ か，

2023b），チョウモドキが福島県，宮城県，秋田県

の 3県（Nagasawa and Ishikawa, 2015; Nagasawa et 

al., 2019a；長澤ほか，2020b, 2023a），モウコチョ

ウが宮城県（Nagasawa et al., 2022b）に分布する

ことを明らかにした．

秋田県には，上記のように，チョウとチョウ

モドキが生息する．産地と宿主を明記すれば，チョ

ウ は 馬 場 目 川 中 流 域 の ウ グ イ Pseudaspius 

hakonensis (Günther, 1877) に 寄 生 し て い た

（Nagasawa et al., in press）．チョウモドキは，米代

川の支流，阿仁川中流域のアユ Plecoglossus 

altivelis altivelis (Temminck and Schlegel, 1846)

（Nagasawa et al., 2019a）に加えて，阿仁川中流域

に流れ込む小渓流，十二ノ沢川のエゾイワナ

Salvelinus leucomaenis leucomaenis (Pallas, 1814)と

ヤマメ（サクラマス河川残留個体）Oncorhynchus 

masou masou (Brevoort, 1856)から採集した（長澤
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ほか，2020b）．また，野生魚以外では，雄物川の

支流，淀川の水を使用している養魚場の飼育ヤマ

メにもチョウモドキの寄生を認めた（長澤ほか，

2020b）．

今回，筆者らは米代川の支流，糠沢川で採捕

したアユからチョウ属エラオ類を採集し，チョウ

モドキに同定した．また，同じく米代川の支流で

ある小阿仁川に流れ込む小渓流，仏社川のヤマメ

からもエラオ類を採集し，チョウモドキに同定し

た．本論文では，今回得たチョウモドキを簡単に

記載するとともに，米代川水系の糠沢川と仏社川

をチョウモドキの新産地として追加する．

材料と方法
2023年 9月 11日，北秋田市綴子日本杉地区か

ら同市綴子岩谷地区を流れる米代川の支流，糠沢

川中流域（40°18′01"N, 140°22′39"E付近）で電気

ショッカーを用いてアユを採捕した．アユを採捕

直後，体表に寄生していたエラオ類を採取し，少

量の河川水とともに秋田県水産振興センター（内

水面試験池）に運んだ後，生きたまま静岡市にあ

る水族寄生虫研究室に送付し，70%エタノール

液で固定した．固定直後にエラオ類の体色を観察

した．アユは標準体長（SL）を測定した．アユ

を採捕した糠沢川は山間地を流れる清冽な小渓流

で，水面幅は 3.4–6.0（平均，4.7）mであり（Fig. 

1A），漁業協同組合によるアユの放流は行われて

いない．

2023年 9月 25日，北秋田郡上小阿仁村仏社地

区を流れる米代川の支流，小阿仁川に流れ込む仏

社川（40°03′32"N, 140°20′32"E）で電気ショッカー

を用いてヤマメを採捕し，体表からエラオ類を採

取した．上記センターで，このヤマメの尾叉長

（FL）を測定し，採取したエラオ類を 99%エタノー

ル液で固定した．仏社川は水面幅 4.1–6.7（平均，

5.4）mで，糠沢川と同様，山間地の清冽な小渓

流である（Fig. 1B）．なお，仏社川と小阿仁川では，

秋田県水産振興センターと漁業協同組合による飼

育ヤマメの放流が行われている．

2023年 9–12月に水族寄生虫研究室において，

実体顕微鏡（Olympus SZX10）と生物顕微鏡

（Olympus BX51）を用いて，アユとヤマメから採

取したエラオ類の形態を観察した．その際，形態

が似るチョウと明確に識別するため，木製スライ

ド 法（Humes and Gooding, 1964; Benz and Otting, 

1996）を用いて，アユから得たチョウモドキの雌

雄各 2個体をラクトフェノール液で透徹し，第 1

胸肢底節後縁の羽状剛毛数を数えるとともに，生

物顕微鏡に装着した描画装置を用いて第 1胸肢底

節を線画した．また，採取したエラオ類全個体の

性，全長［背甲前端から腹部後端までの長さ，前

報（長澤ほか，2020b）では「体長」と記述］，背

甲長（背甲前端から側葉端までの長さ），体幅（背

甲最大幅）を記録した．

今回採取したチョウモドキ標本は，前報（長

澤ほか，2020b）で観察した標本とともに，茨城

県つくば市にある国立科学博物館筑波研究施設の

甲殻類コレクションに収蔵されている（アユから

の標本，NSMT-Cr 31566；ヤマメからの標本，

NSMT-Cr 31567；前報のエゾイワナからの標本，

NSMT-Cr 31568；野生ヤマメからの標本，NSMT-

Cr 31569；飼育ヤマメからの標本，NSMT-Cr 

Fig. 1. Collection sites where the the fishes infected with Argulus 
coregoni were collected in Akita Prefecture, northern Hosnhu, 
Japan. A, middle reaches of the Nukazawa River [3.4–6.0 
(mean, 4.7) m wetted width); B, middle reaches of the Bussha 
Stream [4.1–6.7 (5.4) m wetted width]. Two ayu Plecoglossus 
altivelis altivelis were collected in the Nukazawa River on 
11 September 2023, and a stream-resident masu salmon 
Oncorhynchus masou masou was taken in the Bussha Stream 
on 25 September 2023.
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31570）．本論文で述べる魚類の学名と和名は本村

（2023）に従う．

結　果
糠沢川産アユから採取したチョウモドキ　

2023年 9月 11日に糠沢川で採捕したアユ 2尾

（192 mm SL, 164 mm SL）の体表に，それぞれ 3

個体と 2個体のチョウモドキが寄生していた．以

下に，チョウモドキの形態学的特徴を雌雄別に示

す．

成体雌（Fig. 2A–C）　 3個体の全長は 6.5–7.4（平

均，6.8）mm，背甲長は 4.5–5.1 (4.8) mm［全長の

68.2–72.3（平均，69.8）%］，体幅は 4.0–5.0 (4.4) 

mm［全長の 61.5–67.6 (64.2) %］．体は背腹方向

に扁平で，背甲はほぼ円形，前側縁の湾入は浅い．

背甲は後部から深く湾入して，中央部から 1対の

側葉となる．背甲前方に 1対の複眼，その後方に

1個のノープリウス眼がある．背甲側葉縁は第

1–2胸肢の底節・基節，第 3胸肢の底節を覆うが，

第 4胸肢を覆わない．第 1胸肢底節後縁に 5本の

羽状剛毛を有する（観察した 2個体のうち，1個

体は状態が悪く，1個体のみの値）．側葉後端は

丸い．背甲前部腹面に各 1対の第 1触角と第 2触

角がある．両触角の後方に吸盤状の 1対の第 1小

顎，強固な 1対の第 2小顎が続く．前口鞘が背甲

腹面の正中線上にあり，ほぼ円筒形で，先端から

刺針が突出する．口管は前口鞘の後方に位置し，

前半部は円筒形で後方に向かってやや太くなり，

Fig. 2. Argulus coregoni, adult female (A–C, 6.6 mm total length) and adult male (D–F, 7.5 mm total length), NSMT-Cr 12345, collected from 
the body surface of ayu Plecoglossus altivelis altivelis in the Nukazawa River, Akita Prefecture, northern Honshu, Japan, on 11 September 
2023. The fresh specimens of A. coregoni immediately after being killed in 70% ethanol were photographed. A, C, D, habitus, dorsal view; 
B, E, habitus, ventral view; F, coxa (with five plumose setae) of first leg, ventral view. The shape of the respiratory areas is well seen in Fig. 
2C. Scale bars: A–E, 2 mm; F, 0.2 mm.
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後縁は丸い．背甲の各側葉には前後 1対の呼吸区

域がある：前域は第 1小顎と第 2小顎の間に位置

してほぼ卵形で小さく正中線側の後側縁がやや尖

る，後域は第 2小顎と第 3胸肢の間に位置して腎

臓形で大きく正中線側の側縁が窪む（Fig. 2Cに

呼吸区域の輪郭を示す）．胸部は 4節で，各節に

1対の胸肢を左右に有し，腹面にある卵巣内に卵

が見られる．腹部は左右の腹葉に分かれ，各腹葉

は長卵形で後端がやや尖る．

成体雄（Fig. 2D–F）2個体の全長は 6.0–7.5（平

均，6.3） mm，背甲長は 3.5–5.0 (4.3) mm［全長の

66.7–70.0（平均，68.4）%］，体幅は 3.2–4.4 (4.4) 

mm［全長の 58.7–64.0 (61.4)%］．上記の成体雌の

形態とほぼ同じであるが，背甲がやや細長く，腹

葉もやや細長く先端が尖る．第 1胸肢底節後縁に

4本または 5本の羽状剛毛を有する（Fig. 2Fに 5

本の羽状剛毛を有する底節を示す）．第 2胸肢底

節後縁に微小突起に覆われた 2個の突出部，第 3

胸肢底節後縁に 1個の膨出部，第 4胸肢底節に 1

個の杭状突起を有する．

仏社川産ヤマメから採取したチョウモドキ
2023年 9月 25日に仏社川で採捕したヤマメ

（157 mm FL）の体表にチョウモドキの成体雄 1

個体が寄生していた．

成体雄（Fig. 3）この個体の全長は 6.2 mm，背

甲長は 4.5 mm（全長の 72.6%），体幅は 4.6 mm（全

長の 74.1%）．上記の糠沢川産アユから採取した

成体雄に比べて，背甲が円く，むしろ成体雌の体

形に似ていた．腹葉先端は尖っていた．

体色　エタノール液で固定直後のチョウモド
キ（糠沢川産）の体はほぼ透明で（Fig. 2），背甲

背面中央部が薄緑色，胸部背面は黄色地に濃褐色

のまだら模様が見られる．成体雌の胸部にある卵

巣腹面は白色を呈する．呼吸区域の輪郭が薄黒く

見える．成体雄の腹部にある精巣の背腹両面に小

褐色点が散在する．雌雄とも複眼は褐色，ノープ

リウス眼は黒色．

いっぽう，エタノール液中で固定・保存した

チョウモドキ（仏社川産）の体は薄黄色で（Fig. 3），

呼吸区域の輪郭が黒く見える．精巣の背腹両面に

Fig. 3. Argulus coregoni, adult male (6.2 mm total length, NSMT-Cr 12345), collected from the body surface of a stream-resident masu 
salmon Oncorhynchus masou masou in the Bussha Stream, Akita Prefecture, northern Honshu, Japan, on 25 September 2023. The ethanol-
preserved specimen of A. coregoni was photographed on 5 December 2023. A, habitus, dorsal view; B, habitus, ventral view. Scale bar: 2 
mm.
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小褐色点が散在する．複眼とノープリウス眼は薄

黒色．

備考　今回採取したエラオ類の標本は，上記
の形態学的特徴を示し，わが国で過去に報告され

たチョウモドキの特徴（Tokioka, 1936; Yamaguti, 

1937; Hoshina, 1950；長澤・谷口，2021）とほぼ

同一であったので，この種に同定した．秋田県で

は，これまでにチョウモドキが 2度報告されてお

り（Nagasawa et al., 2019a；長澤ほか，2020b），

今回と過去に採集した標本の形態にも大きな差は

見られなかった．

秋田県ではチョウモドキに加えて，チョウも

分布することが明らかになった（Nagasawa et al., 

in press）．両種はよく似た形態を示すが（時岡，

1965），第 1胸肢底節後縁の羽状剛毛数で識別で

きる（長澤・谷口，2021; Nagasawa et al., 2022b; 

Nagasawa, 2023）．今回採取した標本の羽状剛毛

数は 4–5本で（Fig. 2F），チョウモドキで報告さ

れた本数の範囲内にあった（雄で 4–7 本，

Yamaguti, 1937； 雌 で 5–9 本， 雄 で 4–8 本，

Hoshina, 1950；雌で 6本，長澤・谷口，2021）．

一方，チョウの第 1胸肢底節後縁における羽状剛

毛数は雌雄とも 1 本であり（Yamaguti, 1937; 

Nagasawa, 2021； 長 澤，2023； 長 澤・ 永 井，

2023；長澤ほか，2023b; Nagasawa et al., 2023），

秋田県産チョウも同様に 1本を有し（Nagasawa 

et al., in press），チョウモドキよりも少ない．

考　察
近年，チョウモドキが関東地方以西の野生ア

ユに寄生した例が多く報告され（長澤・池田，

2011; Nagasawa et al., 2015, 2018； 長 澤・ 森 川，

2019a, b, c, 2022a, b；長澤ほか，2020a），特に河

川中流域でアユが主要な宿主であることが明らか

にされつつある（Nagasawa et al., 2018, 2022a；長

澤・森川，2019b）．秋田県では，米代川の支流，

阿仁川の中流域に生息するアユにチョウモドキが

寄生することが報告されており（Nagasawa et al., 

2019a），今回，糠沢川中流域で採捕したアユに寄

生が確認された．これは，秋田県においても河川

中流域ではアユがチョウモドキの宿主であること

を示している．今回採捕したアユは，仔魚期を日

本海沿岸域で過ごし，5月に米代川に遡上後，本

流と支流で生活する天然遡上群であり（佐藤，

2012），成熟に伴い本流の下流域に移動して，

9–10月に産卵（佐藤，2017）した後，斃死する．

今回，仏社川産ヤマメにチョウモドキの寄生

が見られた．秋田県では十二ノ沢川に生息するヤ

マメにチョウモドキが寄生することが知られてお

り（長澤ほか，2020b），今回の事例は秋田県産ヤ

マメにおけるチョウモドキの第 2寄生記録とな

る．これに関連して，野生ヤマメへのチョウモド

キの寄生は，秋田県のみでなく，山梨県（長澤，

2017），岐阜県（Nagasawa et al., 2022a），福井県（加

藤，1964），島根県（長澤・河合，2016），熊本県

（Nagasawa et al., 2019b）でも報告されている．仏

社川を含む米代川水系では，サクラマスは孵化後

1年の春に降海して約 1年間の海洋生活を送る個

体と，降海することなく一生を淡水で過ごす河川

残留個体から構成される（佐藤・渋谷，2015）．

本論文でヤマメと呼ぶのは後者で，河川と海の間

を季節的に移動するアユと異なって，山間地渓流

に周年生息する種である． 

ヤマメにチョウモドキの寄生を認めた仏社川

と十二ノ沢川は，ともに米代川水系に属し，それ

ぞれ阿仁川と小阿仁川に流れ込む山間地の小渓流

である（Fig. 1）．それら 2河川にはヤマメと同じ

サケ科魚類のエゾイワナも生息し，十二ノ沢川の

エゾイワナにはチョウモドキの寄生が認められて

いる（長澤ほか，2020b）．また，雄物川の支流，

淀川の水を使用している養魚場の飼育ヤマメに

チョウモドキが寄生していた（長澤ほか，

2020b）．こうした事実に基づけば，秋田県では，

米代川水系や雄物川水系の山間地の小渓流に生息

するヤマメやエゾイワナを宿主として，チョウモ

ドキが個体群を維持していると考えられる． 

上記のように，秋田県でもチョウモドキは山

間地の渓流でヤマメとエゾイワナ，河川中流域で

アユを宿主として利用していることが示唆され

た．ただ，今後明らかにすべき課題として挙げら

れるのが，それら 3種以外の河川生息魚における

チョウモドキの寄生状況の把握である．同様の提
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言は前報（長澤ほか，2020b）でも行ったが，そ

れはチョウモドキの宿主特異性が厳密ではないこ

とに深く関係している．わが国では，サケ科魚類

とアユ以外からもチョウモドキが記録されてお

り，その宿主範囲はコイ科魚類（Tokioka, 1936；

長澤・谷口，2021），ドンコ科魚類（Nagasawa et 

al., 2014），アカザ科魚類（Nagasawa and Ishikawa, 

2015）に及ぶ．今回調査を行った糠沢川にはアユ

以外に，サクラマス成魚（海洋からの遡上魚），

ヤ マ メ， エ ゾ イ ワ ナ， ウ グ イ Pseudaspius 

hakonensis (Günther, 1877)，アブラハヤ Rhyncho-

cypris lagowskii steindachneri (Sauvage, 1883)，カジ

カ大卵型 Cottus pollux Günther, 1873，オオヨシノ

ボリ Rhinogobius fluviatilis Tanaka, 1925，また仏社

川にはヤマメ以外に，サクラマス成魚，エゾイワ

ナ，ウグイ，エゾウグイ Pseudaspius sachalinensis 

Nikolskii, 1889，アブラハヤ，カジカ大卵型，オ

オヨシノボリが生息する（佐藤，未発表）．今後，

チョウモドキによるこれら魚種の宿主利用に関す

る研究が望まれる．

なお，秋田県では，雄物川水系にある養殖場

の飼育ヤマメにチョウモドキが寄生した例があり

（長澤ほか，2020b），増殖手段として飼育ヤマメ

を河川に放流することがあるため，放流に伴う

チョウモドキの分布域拡大が懸念される．今後，

放流ヤマメにおけるチョウモドキ寄生の有無を確

認する必要がある．
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